
政
府
主
導
で
働
き
方
改
革
の
取

組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
依

然
と
し
て
町
職
員
の
時
間
外
勤
務
は
多

い
。
ま
た
、
役
場
庁
舎
内
の
照
明
が
夜

遅
く
ま
で
点
灯
し
、
電
気
料
金
の
増
加

を
懸
念
す
る
町
民
の
声
も
あ
る
。

　

業
務
の
効
率
化
を
図
る
べ
く
、
共
同

利
用
型
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
実
証
実
験
で
は
、
北

海
道
と
道
内
８
自
治
体
が
協
力
し
て
検

証
し
、
最
大
で
９
割
の
業
務
低
減
が
確

認
さ
れ
た
。
次
の
点
を
伺
う
。

(1)
平
成
30
年
度
の
職
員
一
人
当
た
り
の

年
間
平
均
残
業
時
間
と
時
間
外
手
当
の

総
額
は
。
時
間
外
勤
務
の
実
態
、
縮
減

の
取
組
は
。

(2)
精
神
面
の
理
由
に
よ
る
休
職
者
数
や

配
置
転
換
は
。

(3)
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
申
請
処
理
や
給

与
支
払
報
告
書
の
入
力
支
援
な
ど
で
、

Ｒ
Ｐ
Ａ
、
Ａ
Ｉ
‐
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
導
入
を
。

(4)
節
電
な
ど
コ
ス
ト
削
減
の
取
組
と
職

員
へ
の
意
識
付
け
は
。

(1)
平
成
30
年
度
の
対
象
職
員

は
１
９
８
人
、
一
人
当
た
り
の
平
均
残

業
時
間
は
１
７
８
時
間
で
、
時
間
外
手

当
総
支
給
額
は
８
４
２
０
万
３
４
０
３

円
で
あ
っ
た
。
特
殊
要
因
と
し
て
胆
振

東
部
地
震
に
伴
う
災
害
対
応
、
平
昌
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
さ
れ
た
髙
木
姉
妹

の
祝
賀
パ
レ
ー
ド
や
報
告
会
の
準
備
、

実
施
に
要
し
た
業
務
等
が
あ
っ
た
。
縮

減
で
は
、
ノ
ー
残
業
デ
イ
、
夜
10
時
以

降
の
時
間
外
勤
務
の
事
前
協
議
制
導

入
、
部
課
内
で
の
協
力
体
制
に
つ
い
て

課
長
連
絡
会
議
で
周
知
徹
底
し
て
い
る
。

(2)
平
成
30
年
度
に
お
い
て
、
精
神
面
の

疾
患
で
医
師
の
診
断
書
の
提
出
が
必
要

な
６
日
以
上
の
病
気
休
暇
を
取
得
し
た

職
員
は
８
人
、
そ
の
う
ち
、
病
気
休
暇

が
90
日
を
超
え
休
職
と
な
っ
た
職
員
は

３
人
で
、
本
年
11
月
末
、
引
き
続
い
て

１
人
が
休
職
し
て
い
る
。
職
場
復
帰
に

際
し
、
疾
病
の
背
景
、
状
況
等
を
考
慮

し
、
復
帰
後
の
配
置
場
所
な
ど
、
職
場

復
帰
し
や
す
い
環
境
に
努
め
て
い
る
。

(3)
効
率
化
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
が
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ
読
取
の

精
度
や
費
用
対
効
果
の
課
題
も
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
の
情
報
や
他
の
自
治
体
の
動

向
を
見
な
が
ら
研
究
を
進
め
た
い
。

(4)
課
長
連
絡
会
議
な
ど
で
周
知
し
て
い

る
。
今
後
も
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
経

費
節
約
の
意
識
を
も
っ
て
業
務
に
取
り

組
む
よ
う
徹
底
を
図
り
た
い
。

パ
ソ
コ
ン
を
時
刻
で
強
制
終

了
す
る
自
治
体
も
あ
る
。
強
制
力
を
伴

う
取
組
も
必
要
で
は
。

ま
ず
は
職
員
の
意
識
改
革
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被
害

は
著
し
く
、
駆
除
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
農
業
者
か
ら
「
キ
ツ

ネ
駆
除
に
よ
り
ネ
ズ
ミ
が
増
え
、
農
業

被
害
が
増
加
す
る
。
駆
除
で
は
な
く
駆

虫
薬(

虫
下
し)

の
散
布
を
。
駆
除
を

続
け
る
と
将
来
的
に
生
態
系
が
崩
れ
る

の
で
は
。
」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
。

　

十
勝
管
内
で
は
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

対
策
の
駆
虫
薬
の
散
布
を
鹿
追
町
が
実

施
し
て
い
る
。
次
の
点
を
伺
う
。

(1)
キ
ツ
ネ
、
ネ
ズ
ミ
の
生
息
状
況
お
よ

び
駆
除
数
は
。

(2)
キ
ツ
ネ
の
駆
除
を
続
け
た
結
果
、
生

態
系
が
崩
れ
る
恐
れ
は
な
い
か
。

(3)
将
来
的
に
駆
虫
薬
散
布
の
考
え
は
。

(1)
平
成
28
年
度
か
ら
キ
ツ
ネ

に
よ
る
被
害
が
急
激
に
増
加
し
て
お

り
、
町
内
に
広
く
生
息
し
、
生
息
数
は

横
ば
い
も
し
く
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
駆
除
数
は
、
昨
年
度

は
１
７
１
頭
、
22
年
度
か
ら
の
累
計
は

１
６
４
０
頭
、
年
平
均
で
１
８
２
頭
を

捕
獲
し
て
い
る
。
ネ
ズ
ミ
も
町
内
全
域

に
広
く
生
息
し
、
駆
除
数
は
確
認
で
き

な
い
が
、
被
害
発
生
が
予
想
さ
れ
る
町

有
林
に
お
い
て
、
殺
そ
剤
の
空
中
散
布

に
よ
る
駆
除
を
実
施
し
て
い
る
。

(2)
道
立
衛
生
研
究
所
な
ど
に
よ
る
調
査

で
は
、
キ
ツ
ネ
の
個
体
数
減
少
へ
の
関

与
と
し
て
最
も
疑
わ
し
い
の
は
疾
病
の

流
行
で
、
個
体
数
減
少
と
野
ね
ず
み
の

密
度
が
直
接
的
に
関
与
し
て
い
る
可
能

性
は
低
い
と
考
察
し
て
お
り
、
駆
除
に

よ
り
生
態
系
が
崩
れ
る
こ
と
は
結
論
付

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(3)
飼
養
家
畜
の
誤
食
、
農
産
物
や
河
川

等
へ
の
影
響
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

安
全
性
や
有
効
性
、
費
用
対
効
果
を
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
。
駆
虫
薬
の
散
布

を
含
め
、
感
染
予
防
の
先
進
事
例
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
た
い
。

答問
シ
ス
テ
ム
情
報
や
他
の
自
治
体
の
動
向
を
見
な

が
ら
研
究
を
進
め
た
い

町
の
業
務
効
率
化
に
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
、
Ａ
Ｉ-

Ｏ
Ｃ
Ｒ

の
導
入
を 　
　

※
Ｒ
Ｐ
Ａ
：
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務
自
動
化　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
Ａ
Ｉ-

Ｏ
Ｃ
Ｒ
：
人
工
知
能
を
活
用
し
た
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
る
文
字
読
取

 

■ 一 般 質 問 ■ 

❾

問

答

問

町
　
長

町
　
長

再

質

問

小島　智恵 議員
（政風クラブ）

答問

感
染
予
防
の
先
進
事
例
に
つ
い

て
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い

キ
ツ
ネ
駆
虫
薬
散
布
の
考
え
は


